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【ケース１】［通話終了／電源］キーではホーム画面に戻らない

Android搭載端末の“顔”でもあるホーム画面へは［ホーム］キー押下でどの画面か

らでも戻ることができるが、ケータイで［ホーム］キーのようなボタンを持つ機種は

Windows Mobile機やiPhoneを除いては存在せず、多くのケータイユーザにとって馴

染みのない操作である。

また、Androidは携帯電話用に設計されているため、［開始］キーや［通話終了／電

源］キーについてもHT-03Aと同様に搭載が必須となることが考えられるため、特に、

ケータイユーザにとって馴染みの深い〔終話キー押下で待受画面へ戻る〕操作モ

デルにより、［通話終了／電源］キーでホーム画面へ戻ろうとするユーザが多いの

ではないかと考えられる。

各ハードキーの挙動が予測しづらい（１）

2.2 ユーザビリティ上の問題点解説
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スクリーンオフ
（サスペンド）

ホーム画面へ戻るタスクを実施した際、多くのモニタが［通話終了／電源］キー

でホーム画面へ戻ろうとして、スクリーンオフ（サスペンド）の状態にしてしまう

様子が観察された。この操作は、一度［ホーム］キー押下でホーム画面へ戻れ

ることを学習した後も、度々見られていた。

ユーザビリティテスト（以下UT）で見られたモニタの行動

S A M P L E

24 / 55

Android搭載携帯電話 ユーザビリティ評価レポート 専門家評価

Copyright (C) 2009 U'eyes Design Inc., All Rights Reserved.

•ガイドラインではActivity、Activity Stack、Taskを以下のように説明している。

http://developer.android.com/intl/ja/guide/practices/ui_guidelines/activity_task_design.html

3.2 キー操作モデル（４）

■ユーザが感じる“戻る”の意味

画面の挙動を見る限りでは、[戻る]キーによる“戻る”操作は、ケータイのクリアキーの挙動に近い。そのためケータイユーザは、[戻る]

キーはケータイのクリアキーと同様に“画面を戻る”また“階層を戻る”キーであると認識すると思われる。

しかし、[戻る]キーの本来の意味は“Activityを戻る”である。GUIを見る限りでは一見ケータイの挙動と同じようにも感じられるが、何を

Activityとするかはガイドラインで明確に定められておらず開発者の判断に任されているため、プリセットのアプリケーションであっても違和

感や戸惑いを覚える箇所がある。

From “Android Developers UI Guidelines”
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ユーザが目的を達成するために辿ったActivityの連続

原文：A task is the sequence of activities the user follows to accomplish an 
objective, regardless of which applications the activities belong to.

ユーザが経由したアクティビティの履歴

原文：As the user moves from activity to activity, across applications, the 
Android system keeps a linear navigation history of activities the user 
has visited. This is the activity stack, also known as the back stack.

Androidアプリケーションの主な基本的要素

※Gmailであれば、<フォルダ一覧、メッセージ一覧、メッセージ表示、
メッセージ作成、アカウント設定>などに当たる

原文：Activities are the main building blocks of Android applications.
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